THE INVESTIGATION OF THE MECHANISM OF PROLIFERATION AND DIFFERERNTIATION AFTER CELL TRANSPLANTATION INTO MYOCARDIUM AND THE DEVELOPMENT OF OPTIMAL TRANSPLANT CELLS by 白石 昭一郎 et al.
心筋細胞内移植後の細胞増殖・分化機序の解明およ
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した.移植平滑筋細胞はα叩lOothmuscle actine， smooth muscle myosin heavy 
chainの免疫染色陽性でもあった.また，平滑筋細胞の特性である血管増殖
因子の誘導に対して，移植癒痕組織内の VEGFを測定すると，非移植癒痕
組織に比して有意に高かった.細胞外マトリックスの構築の要素として，
移植癒痕組織内では特殊染色により，エラステイン，総コラーゲンの増加
を認めた.
今後の研究展開
虚血痕痕領域への細胞移植により，移植細胞の生存・生着，血管新生，細
胞外マトリックスの構築は確認し得たが，実際に移植細胞の生存率は不明であ
り，生着も不安定である.移植1週間後の癒痕組織内における細胞生存率は20%
以下とも言われており，細胞移植単独での心筋再生は多くを望めない.よって，
移植細胞の癒痕組織への確実な生着を目指して，細胞播種性生体吸収性材料を
用いることによって 2 移植細胞の生存，生着率は著明に改善するではないかと
考えた.そこで，細胞播種性生体吸収性材料を用いたラット左心室癌形成手術
を既に試み，成功しており，新たな虚血性心筋症に対する治療法として期待す
るものである.
